




































































Disorders, 以下, PDDと略す) とは, 対人相互
作用反応における質的な障害があり, 常同的な行
動, 興味, および活動がみられる発達障害である























peractivity Disorder, 以下, ADHDと略す) と
は, 多動性, 不注意, 衝動性がみられる発達障害










































































































その後, 週に 1度の面談を提案したが, 面談日
以外にもパニックになると, いきなり相談室のあ
る C棟に駆け込んでくることが何度かあった｡















ており, こうした状況をうけて, X年 7月末に,







Qカウンセラーより, 最近の Aの状態 (パニッ
ク状態でサポート窓口に駆け込んでくるエピソー






































































ず, ということを Aに導き出させ, ｢連絡がない
のは何もなかったという証拠｣ ということで落ち


























事例である｡ また, 両親との面談は, 大学でのサ
ポート体制を検討してゆく上での情報収集や協力
体制構築のために大変有効であったと思われる｡

























父親 (40代), 母親 (40代), B, 妹 (15歳),



























































































































父親 (50代), 母親 (50代), 姉 (20代 OL),
Cの 4人家族｡ 入学後 Cは 1人暮らしを始めた｡
46 問題の経過および面談概要







































































































































































発達障害学生は, 自発来談が少なく (事例 2の



































































































































































五十嵐一枝・次良丸睦子 2002 第 3 章 ADHD
(注意欠陥・多動性障害) 発達障害の臨床心理学
北大路書房, 5579.







生, 戸島宇一郎先生, 受付窓口の桃山礼子様, 学務課
の宮川実樹典様にご協力頂いております｡ ここに記し
て御礼申し上げます｡
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